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１．序 文 
分布増幅器等の広帯域ｱﾝﾌﾟの設計に際して、ｱﾝﾌﾟに適用する増幅素子［HEMT 等］のﾃﾞﾊﾞ
ｲｽ･ﾊﾟﾗﾒｰﾀ（入出力抵抗/容量、相互ｺﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ、寄生ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽを含めた素子の等価回路定数）、
又素子のﾃﾞｰﾀｼｰﾄに記載されている周波数範囲を越えた［特に高域］ﾊﾟﾗﾒｰﾀ（SﾊﾟﾗﾒｰﾀやNoise
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ）が必要になる。そこでこのﾚﾎﾟｰﾄでは SNAPの多面的な機能を活用してｱﾝﾌﾟ等の回
路設計に必要となる各種ﾊﾟﾗﾒｰﾀを適切に導出する方法を説明する。 
 
 
 
 
基本的には、S Parameter ⇔ Device Parameter ／Y Parameter → Noise Parameter間
の変換･導出について具体的事例で説明する。 
 
２．概 要 
(1) ﾗｲﾌﾞﾗﾘにある S ﾊﾟﾗﾒｰﾀを利用する［ﾗｲﾌﾞﾗﾘに該当するﾃﾞｰﾀが無い場合には、ﾒｰｶのWeb

ｻｲﾄから所要のﾃﾞｰﾀｼｰﾄを見つけてそれを元に新しく S ﾊﾟﾗﾒｰﾀのﾗｲﾌﾞﾗﾘを作成してもよ
い：具体策については割愛］。具体的には Example 回路にある FETのﾃﾞﾊﾞｲｽ･ﾓﾃﾞﾙを
使用し、SNAPの最適化機能の一つである Curve Fit 法を適用して増幅素子のﾃﾞﾊﾞｲｽ
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ［装置定数］を求める。 

(2) SNAPのﾊﾟﾗﾒｰﾀ変換機能を利用して、先ずﾗｲﾌﾞﾗﾘにある S ﾊﾟﾗﾒｰﾀのﾃﾞｰﾀを 2 ﾎﾟｰﾄﾊﾟﾗﾒ
ｰﾀ回路に適用して、所要の周波数範囲で S ﾊﾟﾗﾒｰﾀ解析を行う。次いでそのﾃﾞｰﾀを Y ﾊﾟ
ﾗﾒｰﾀに変換してﾗｲﾌﾞﾗﾘの所定のﾎﾙﾀﾞに保存する。この Y ﾊﾟﾗﾒｰﾀを回路解析或いは雑音
解析に適用することができる。 

(3) 前記のﾃﾞﾊﾞｲｽﾓﾃﾞﾙで得られた HEMT の等価回路定数を、独自に開発したﾉｲｽﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ
自動計算ｼｰﾄ[Excel ﾌｧｲﾙ]に記入して、ﾉｲｽﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀの NFmin(最小雑音指数)／Γopt（最

小雑音指数を与える最適電源ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ）／Rn（等価雑音抵抗）を導出する。この計算

値と測定値をｸﾞﾗﾌで比較し計算の精確さを評価する。 
(4) 最後に、前記のﾃﾞﾊﾞｲｽﾊﾟﾗﾒｰﾀの回路を利用して、所要の周波数範囲で S ﾊﾟﾗﾒｰﾀを行い、

ﾃﾞｰﾀｼｰﾄに記載された周波数を越える周波数帯での S ﾊﾟﾗﾒｰﾀを近似的に求める。 
 
３．各ﾊﾟﾗﾒｰﾀを導出する具体的な手法 
 
［１］ S ﾊﾟﾗﾒｰﾀからﾃﾞﾊﾞｲｽﾊﾟﾗﾒｰﾀを導出する方法 
 
① Cir¥Example¥Manualから OptEx7の FETのﾓﾃﾞﾙ等価回路［ﾃﾞﾊﾞｲｽ･ﾊﾟﾗﾒｰﾀ］を選択
する。 
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Fig.1 各種ﾊﾟﾗﾒｰﾀの関係 


